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VoiceXのBCP（事業継続）に関する基本⽅針

01. BCPの基本⽅針と⼆つの約束

災害‧設備障害‧突発的なトラブルが発⽣した場合で
も、お客様の業務への影響を最⼩限に抑えることを⽬
的としています。

◆ サービスを⽌めない
堅牢なインフラと多重化されたシステムにより、サービス
の継続性を最⼤限確保します。

◆ 業務を継続できる
万が⼀の障害時でも、迅速な復旧と代替⼿段により、お客
様のビジネスを⽌めません。

02. 回線とアプリ基盤の「両⾯冗⻑化」

通信インフラ（回線）とアプリケーション基盤の両⾯
で冗⻑性を持たせた強固な構成を採⽤しています。         

◆ 通信インフラ：国内データセンター集約
複数の通信事業者を接続し、耐震‧耐障害設計の堅牢な
ファシリティと常時有⼈監視‧厳格な⼊退室管理を徹底し
ています。

◆ アプリ基盤：クラウド分散‧⾃動復旧
システムを複数拠点に分散。常時監視（パトロールクラリ
ス）により、異常検知時には⾃動で復旧プロセスが作動し
ます。

「通信ダウンしないか？」「有事に使⽤できるか？」といった不安に対し、VoiceXは公共系やエンタープライズの厳しいBCP要件に
も応える堅牢な通信基盤として、⼤切なビジネスを守り抜く強固な体制をお約束します。

あなたのビジネスを守る「3つの安⼼」をお伝えします。



安⼼1：もしもの時も⽌まらない！⾃動バックアップ体制
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障害発⽣時は
即座に切り替え

通常時の全通信‧負荷を処理

異常検知時に瞬時に⾃動引継

「予備がある」から安⼼。不具合時は瞬時にかつ⾃動で処理を引き継ぎます。

VoiceXは、メインと予備のサーバーが常にリアルタイムで連動する仕組みを採⽤。万が⼀、⼀時的な不具合や特定サーバーへの過
負荷が発⽣しても、予備サーバーが⾃動で処理を引き継ぎます。
さらに、規定チャネル超過時はビジー信号を返す保護設計により、基盤全体の完全なダウンを防ぎます。

リアルタイム同期‧監視



安⼼2：災害にも負けない！どこにいても繋がるインフラ

物理的な分散（東⽇本＆⻄⽇本）
地震などの⼤規模災害に備え、インフラの根幹となる
システムを 東⽇本と⻄⽇本など、物理的に遠く離れた
複数のデータセンターへ分散配置 しています。
万が⼀、特定の地域で⼤災害が発⽣し、⼀つのデータ
センターが完全に機能不全に陥った場合でも、別地域
に構築されたシステムが即座に通信処理をカバー。⼤
切なビジネスの連絡網を完全に維持します。

回線の多重化（異なるキャリア）
通信経路においても、単⼀のキャリア回線に依存しな
い 「マルチキャリアによる回線の冗⻑構成」 を標準採
⽤しています。
特定のキャリアで⽇本規模の⼤規模な通信障害やイン
フラトラブルが発⽣した際にも、システムが瞬時に状
況を判別。 別ルートの正常な回線へと切り替え を⾏う
ことで、通話を途切れさせずに接続性を確保します。

備え1 備え2



安⼼3：24時間365⽇の「⾒守り」でトラブルを未然に防⽌

1
巡回検知：
5分おきの⾃動巡回

⾃社製の監視システム
「PATROLCLARICE」を導⼊。
5分毎の極めて⾼い頻度でシステム
全体を⾃動チェック。
⼈間が気づくのが困難なわずかな予
兆も「デジタル警備員」として確実
に検知します。

2
⾃動即時通報：
兆候を直ちに通報

万が⼀、障害の予兆を検知した際に
は、ただちに運⽤担当者へメールや
電話を⾏うフローを確⽴。
重⼤なトラブルやサービス停⽌に発
展するのを未然に防ぎます。

3
迅速復旧：
事前予防で早期解決

⾃動即時通報の後は、⼈間が気づく
より早く、⾃動復旧アクションまたは
プロフェッショナル部隊による迅速
なアプローチを開始。
クラウド通信の常時稼働を裏側から
⽀え抜きます。

24時間365日 / 5分毎の自動監視 ⾒えない脅威を巡回する「デジタル警備員」という発想
⽇々の安定稼働を裏から⽀えているのが、常に巡回‧警戒しているデジタル警
備員。徹底した事前予防策による復旧体制の整備で、昼夜を問わず確かな安定
性と絶対的安⼼をお届けします。



2 年連続システム稼働実績 99.9％以上
すべてのシステム監視結果を5分毎に⾃動ログ。
事前予防の徹底により重⼤化を防⽌します。

安定性と⾼い可⽤性の証明
障害発⽣時の平均復旧時間（SLO⽬標）：3時間以内
を完全クリア継続中。

発⽣⽇時 起因分類 対象範囲 状況‧影響度

2026/06/11 外部キャリア 050-186/0078番号 短期間の繋がりにくさ(21分間)

2025/11/29 ⾃社設備 VoiceX(⼀部除く) 電話不通が発⽣(約2時間40分）

2025/10/20 外部クラウド Mail to Fax機能のみ FAX送信の遅延（⾳声通話機能には影響なし）

2025/04/18 外部キャリア 050-186/0078番号 ⼀時的に繋がりにくい事象が発⽣

2025/01/21 特定アプリ VoiceX mobileアプリのみ バックグラウンド時の通話不可（固定電話‧PC影響なし）

2024/08/08 外部キャリア 050-186/0078番号 ⼀部通話に繋がりづらさ発⽣

2024/02/26 外部キャリア 0ABJ番号‧ポータビリティ⼀部 ⼀部通話に繋がりづらさ発⽣(計約3時間25分)

上流キャリア回線障害

スイッチ故障‧冗⻑化再構築完了済

クラウドサーバー⼤規模障害

上流キャリア回線状況に起因

アプリ更新時の影響(設定⾒直し済)

全国的なキャリア通信障害

上流キャリア回線障害

過去の障害履歴も包み隠さずお伝えする「誠実な対応」

どれほど優れたシステムであっても、障害のリスクを完全にゼロにすることはできません。だからこそ私たちは、万が⼀、極⼩規模な障害や⼀時
的な不具合が起きた際にも、情報を決して隠蔽することはありません。過去の障害情報を含め、すべてを包み隠さず速やかにお客様へ状況を開⽰
し、迅速な復旧プロセスを実⾏する⽅針を徹底しています。

背景‧補⾜



ISMS‧クラウドセキュリティ認証の取得 JMAQA-S279 / JMAQA-C054
国際基準の「ISO/IEC 27001」およびクラウドに特化した「ISO/IEC 27017」認証に適合。
外部機関の厳格な審査をクリアした、情報セキュリティ適合の確かな公的証明です。

プライバシーマーク（Pマーク）の取得 登録番号：第10821199号
個⼈情報を適切かつ安全に取り扱う体制が整備されていることを⽰す「プライバシーマーク」を取得。
顧客および企業の機密情報を組織全体で強固に保護しています。

通信の強⼒な暗号化とデータバックアップ体制
すべての通信経路を強⼒に暗号化し、⾃社通信基盤による徹底したアクセス管理を実施。
さらに、重要データや通話ログを毎⽇⾃動でバックアップ（7⽇間保存）する仕組みを構築し、
「機密情報の流出懸念」を徹底的な防御で完全にクリアにしています。

セキュリティ：⼤切な顧客情報を守る、外部機関のお墨付き



通信トラブルや災害、情報漏洩といったインフラに対するあらゆる不安や⼼配を私たちが引き受けることで、
お客様は本来の業務である⽇々のビジネスに100%専念していただくことができます。
それが、私たちが約束する安⼼‧安全な電話環境であり、VoiceXが選ばれ続ける最⼤の理由です。

　　　　　　　　これら全てが、お客様のビジネスを強力にサポートします。
まずは、実際の環境で品質をお確かめいただけるPoC（検証）の実施をご検討ください。

https://onlinesignup.comsq.com/voicex/

